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１． CELと各市との協定文書 

 

２． MERCADOS ENERGETICOS ※ 

ESTUDIO DE PLANIFICACION INDICATIVA DE INVERSIONES EN GENERACION Y 

TRANSMISION  

   エネルギー市場 

 発電送電投資のモデル計画作成調査 

 

３． PROYECTO SIEPAC ※ 

SISTEMA DE INTERCONEXION ELECTRICA DE LOS PAISES DE AMERICA CENTRAL 

  SIEPAC プロジェクト 

  中米諸国送電系統連結システム 

 

４． FORO ※ 

 INTEGRACION ELECTRICA CENTROAMERICANA 

  フォーラム 

 中央アメリカ電力市場統合 

 

５． LA VISION DE EL SALVADOR SOBRE LA INTEGRACION ELECTRICA   

CENTROAMERICANA ※ 

 中米電力市場統合に関するエル・サルヴァドル国の展望 

   

   UT提供資料 

  ６． UNIDAD DE TRANSACCIONES ※ 

       INFORME ESTADISTICO 

 統計報告 

 

７．  ORIGEN, DESARROLLO Y PERSPECTIVAS DEL MARCADO ELECTRICO    

  SALVADORENO ※ 

     エル・サルヴァドル電気市場の起源、発展、展望 

 

８．   INFORME ESTADISTICO DE LA OPERACION MERCADO MAYORISTA  

    Y DEL SISTEMA ELECTRICO DE POTENCIA 

      電力卸売市場の取引および電力供給機構に関する統計資料 

 

※西文オリジナルは鉱工業開発調査部資源開発調査課にて保管 
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CELと各市との協定文書和訳  

協力協定 

 

 ホセ・オスカル・メディーナ・Ｈ．（ＣＥＬの理事で本協定署名の権限を有す）は、2002 年 6

月 13日に開催された会議 2975の第 4項に基づき、ホセ・エウセビオ・ソルト（サン・ミゲル県

サン・ルイス・デ・ラ・レイナ市長）、ミゲル・アロンソ・ガルシア・メディナ（バリオス市長兼

ＭＡＮＯＲＳＡＭ小地域コーディネーター）と、下記の条件・条項の下に、協力協定を結ぶこと

で合意した。 

 

背景 

 

Ｉ．  ＣＥＬはトロラ川のチャパラル水力発電プロジェクトのＦ／Ｓを実施している。 

ＩＩ． サン・ルイス・デ・ラ・レイナ市は同プロジェクトの影響地域内に位置している。 

ＩＩＩ．各署名者は、エル・チャパラル水力発電所が実施可能で、且つ、建設される際には、同

国国民に対し低コストで電力を供給するほか、同プロジェクトがサン・ルイス・デ・ラ・

レイナ市の住民に利益をもたらすべきであるという点を認める。 

 

下記の点で合意する 

1条 目的 

 本日付より、ＣＥＬはサン・ルイス・デ・ラ・レイナ市とサン・アントニオ・デル・モス 

コを結ぶ 12キロの道路整備を開始することを約束する。更に、ＣＥＬは、トロラ川のエル・ 

チャパラル水力発電所が建設される場合には、ＣＥＬが 2条の「工事範囲」に詳細明記し 

ている工事を、プロジェクト当事者として、建設することを約束する。 

 

2条 工事範囲 

 Ｆ／Ｓ調査が「エル・チャパラル」プロジェクトは実施可能であることを示し、ＣＥＬが 

同プロジェクト建設の実施を決定するなら、ＣＥＬは以下の点を約束する： 

 

１）ダム用に建設される堰堤は、自動車用の橋として機能し、トロラ川の南北両側を結ぶように

整備されていること。同堰堤は、Ｌａ Ｏｒｉｌｌａ（ラ・オリ―ジャ）川とトロラ川の合

流地点から約 200 メートル上流、サン・ルイス・デ・ラ・レイナ市のサン・アントニオ集落

とカロリナ市のＥｌ Ｃｅｒｒｉｔｏ（エル・セリート）の間に位置する。 

２）貯水池の南北にある既存の道路インフラ網を整備し、カロリナ市と結ぶ。内訳は新たに２．

２キロの道路を建設することと、既存の約 8.2 キロの整備から成り、貯水池の周辺道路網の

一部となる。 

３）貯水池周辺に、植林及び持続可能な管理のプロジェクト、並びに、当地域固有の種及び絶滅

の危機に瀕している種の繁殖・保護の合同計画を展開する。 

４）ＣＥＬが諸活動を実施するために必要な人材を選考・契約をする際には、影響下にある各市
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の住民に優先権を与える。 

 

3条 サン・ルイス・デ・ラ・レイナ市の参加 

 前述工事進展のために、サン・ルイス・デ・ラ・レイナ市は、同市住民の権利及び、非営利の

公的機関であるＣＥＬの権利を尊重しながら、F/Sが進展し、終了するよう、ＣＥＬと協力するこ

とを約束する。 

 

4条 協定の修正 

 本協定は当事者間の合意により修正が可能であり、合意された修正文は本文書と同じ形式で記

録されること。 

 

5条 発効 

 本協定は本日付より発効する。 

 

 右証拠として、2002年 6月 17日バリオス市にて本協定三部に署名する。 

 

以下三者の名前と署名（略） 

 

 

 

訳注：サン・アントニオ・デル・モスコ市との「協力協定」には上記訳文の下線部分が同市の名

前になるほか、以下の変更箇所があります。 

アマデオ・リベーラ・メンブレーニョ（サン・アントニオ・デル・モスコ市長） 

 

2条１）トロラ川上で、サン・アントニオ・デル・モスコ市の北約 4キロ、同市の La Honda集落

と Santa Rosa集落との間にサン・アントニオ橋を建設する。同橋の目的は同市の市街を

トロラ川北側に位置する集落、地区と結ぶことにある。 

 

  ２）貯水池の南北にある既存の道路網整備により、カロリナ市とを結ぶことになり、内訳は

新たに 1.3 キロの道路を建設することと、既存の 11．4 キロを整備することで、貯水池

周辺の道路網の一部となる。 

 

 

訳注：カロリナ市との「協力協定」には冒頭訳文の下線部分が同市の名前になるほか、以 

下の変更箇所があります。 

フアン・オスカル・エルナンデス（カロリナ市長） 
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2条１）同市の北西約 2.5キロ地点、Fumarolas de Agua Caliente(温泉の自然湧出)の下流方向 900ｍ、

Campo Santo峡谷の下流 100ｍにカロリナ橋を建設する。同橋の目的は同市街とトロラ川

北側の集落・地区を結ぶことにある。 

  ２）貯水池の南北両側にある道路網を整備し、サン・アントニオ・デル・モスコ市とサン・

ルイス・デ・ラ・レイナ市を結ぶ。整備の内訳は、新たに 2.5 キロの道路を建設するこ

とと、既存の 18.2キロを改修することであり、貯水池の周辺道路の一部となる。 

 





















 

 

 

エネルギー市場 

ブエノス・アイレス－マドリッド－モンテビデオ 

 

 

 

 

「発電送電投資のモデル計画作成調査」 
実 施 概 要 

 

 

 

 

 

 

公共部門近代化委員会向け   

 

 

 

2002年 7月 16日  ブエノス・アイレス 

Nro プロジェクト 240－202
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「発電送電投資のモデル計画作成調査」 

1. 序 

本報告書の目的とするところは、発電事業に取り組んだ競争力ある組織の基盤について、「エル・サルヴァドル共

和国における発電送電拡大に関するモデルプラン」の結果を総括し、提示することである。この組織は中米各国にお

いて増大する規制緩和及び統合に適合している。拡大の最適化は、中米地域において増す統合進捗度を考慮し、

特にエル・サルヴァドル共和国内で展開されるべき資本としながらも、地域規模で実現されるものである。 

そのため、需要増加に対応する発電設備の最適化は命令的実施プランではなく、同国にとってより適した拡大選

択肢についての民間投資家に対する指標として考えられるものでなくてはならない。同様に、本報告書に挙げられる

ようなモデルプランの展開は、電力部門の発展や供給及び供給の質に影響を与える問題について発生しうるエネル

ギー政策の目的からの逸脱を、事前に正すに必要な対策をとるため政府展望の助けとなるものである。 

また、発電供給開発の各種状況において必要となる送電拡大も、同様に取上げられている。送電システム開発に

関する提案は、品質に関し述べられるところと等しく、そのため決定された同開発は提起される各状況のうち実際に

行われるところに従うものである。 

 

2. 状況提起 

2.1 一般基準 

エル・サルヴァドル共和国における競争力ある電力卸売市場についての取り組み以来、グアテマラ共和国、ニカラ

グア共和国、パナマ共和国など中央アメリカ諸国においても並行して、同様のプロセスによる市場の進展が見込める

状況が増加している。多数投資家の独自決定による集中計画の変更により、電力事業に関連する権限やリスクを前

に投資家がいかに行動するか、有効な仮定事項を作成することが必要となった。 

第二に目立つのは、取組み段階である SIEPAC（中米諸国送電系統連結システム）プロジェクトと連携しただけでな

く、特に、新規制から派生する交易チャンスに沿った、中央アメリカ各国の電力システム統合の強力な推進である。 

これら結果を組み合わせると、中米地域各国電力部門発展の可能性については限定された数字を想像することが

できる。しかし、概念的には、制限された各種状況の総体であった。これら状況はそれぞれ経済的技術的に重要な事

態の発生に付随し、同地域における電力供給の価格と質に強く影響を受けている。 

結果として、電力価格形成プロセス及び供給の質決定において、より確かで重要と思われるコンセプトライン（状況

枠組み）が提起された。これらのコンセプトラインにより、エル・サルヴァドル共和国卸売市場の将来のオペレーション

予測を可能にする詳細な状況を提起することが可能である。本報告書で述べられるモデルプラン作成プロセスはそ

の中に位置付けられている。 

 1. 地域統合度の低い状況におけるエル・サルヴァドル共和国の市場開発 

 2. SIEPAC プロジェクト又は、液化天然ガスを燃料とする複合サイクル型大規模火力発電所の地域内ガス使

用により推進される、民間エージェントによって検討された他の送電開発などによる地域統合 

 3. SIEPAC プロジェクト又は、メキシコ及び／又はコロンビアからのガスを引込むパイプラインにより推進される、

民間エージェントによって検討された他の送電開発などによる地域統合 

 4. SIEPAC プロジェクトではあるが、「中米地域電力市場」計画の枠内で民間エージェントの請負う送電開発

による統合。これは、燃料としてディーゼルオイル／ガスを使用する地域的規模の複合サイクル型プロジェ

- 31 - 



クトによるものである。このケースは、第一に提起されたものとは大規模な複合発電（500－800MW）による

スケールメリットを利用できる可能性という点において異なる。この状況下では、各国は地域内の他の国に

設置された発電所に其々の供給を依存することを受容することとなる。 

 

各状況の定義は、これらの各マクロシーンに従った。これら状況には電力システムのコストや品質を決定する主要

指標の推移に関する仮定が加えられる： 

・予想需要の推移 

・燃料の価格及び準備量 

・（選択されたマクロシーンに依存する）発電供給 

・新規の域内連結 

外因性射倖的変数（例えば水文学）は、数学的予測の概念で各状況に明確に盛込まれている。 

 

2.2 需要展望 

送電及び配電上の損失を含む総需要の展望は、経済（国内総生産）、人口（住民、顧客）及び電力部門の料金自

体の進展推移に沿ってそれらを示す指標との相関関係調査をもとになされた。 

平均的状況について、エル・サルヴァドル共和国に関しては、2003年 7.7％で始まり 2012年 5.1％に達する需要増

加率が得られた。2012年以降は 5.1％の継続が見こまれる。 

 

2.3 液体燃料の価格 

燃料価格の将来的推移予測をするため、中央アメリカの該当市場（USGulf）において広く使用される 2種類の石油

副産物（DO ディーゼルオイル及び FO#6 フュエルオイル）の価格と、原油価格（WTI）の歴史的関連性が分析された。

この情報の統計分析は、副産物価格と原油価格の強い相関関係を示している。     

この分析をもとに、WTI についての変化予測が提起され、ここで取上げる副産物価格（USGulf）も関連性という歴

史的要因を基に算出された。 

WTIの価格についての予測は先ごろ実施された IMF国際通貨基金の調査に基づいた。 
WTIについての推移予測  期間 2002―2016年 

年 
WTI 

（US＄／バレル） 
2002 20.50 

2003－2016 20.00 

 

採用された予測は近年各方面から出され米国電子機械工業会によりまとめられたものの予測平均に類似している

ことが認められる。 

WTI 価格と石油副産物の USGulf 価格の関係を考慮して、副産物について同様の推移予測がなされた。得ら

れたそれら USGulf価格を以下に記す。 
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石油派生物価格の変化予測 （US Gulf Coast） 
期間 2002－2016年 

年 ディーゼルオイル 
（US＄／ガロン） 

フュエルオイル＃６ 
（バンカー） 
（US＄／ガロン） 

2002年 0.535 0.332 
2003－2016年 0.530 0.319 

   

  これらの価格は、運搬及び必要な格納費用を考慮して、キュラソー（カリブ海）まで移送され、そこから火力プラ

ントそれぞれの所在地まで輸送される。 

  

2.4 使用モデル 

 発電拡大のモデルプランを作成するに当たり、以下のモデル案が使われた。 

1. SUPER４ OLADE（ラテンアメリカ・エネルギー機構）により開発されたもので、火力及び水力施設の建設スケジ

ュールを得ることができた。このプログラムにより、投資費用や燃料費、運転及びメンテナンス費用や調査対象期

間中（2002－2016 年）に供給されないエネルギー費用の現状価値を最小に抑えた拡大プランを得ることができ

る。       

2. SDDP6.0 発電事業の経理処理モデルであり、二元的動態推計プログラミングに基づいたものである。これによ

り、SUPER４モデルにより得られた拡大プランに基いた最終的処理及び短期的市場価格を得ることができた。 

 

2.5 立案使用基準 

立案に当たり使用された主要基準を以下に詳述する。 

1. 需要状況のみでの最終的拡大スケジュール 

2. 計画期間：2002年から 2016年の 15年間であるが、2年の補足期間により期間終了の影響を避ける。 

3. 月毎の運転間隔（変動コストの計算） 

4. コスト（運転、燃料、投資）実状化のための社会的割引率 12％ 

5. 非供給エネルギーコスト：600USD／MWｈ（中央アメリカ域内均一） 規制により設定される価格は各国で異なる

が、実施された調査は採用された価格により近似している。 

 

決定と考えられている新規発電送電プロジェクトは、データとして CEAC（ラテンアメリカ電化協議会）の中央アメリカ

に関するデータベースに受取られ、ＭＥＭ（エネルギー鉱山省）により通知されたものであることを付け加える。 

新規発電について採用された基準は以下のとおり： 

  ● 火力発電について、拡大の選択肢、技術的特徴及び費用は本調査により決定された。 

  ● 水力発電及び地熱発電に関しては、CEAC の計画グループのデータベースに基づき得た、MEM の情報が利

用された。SUPER４モデルは最小コストプランに沿った導入を選択した 

 

2.6 域内連結 

各国間の輸送に関し、稼動へ向け進行中のホンジュラス―エル・サルヴァドル連結を含む既存ラインの許容力及
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び、以下に示される SIEPAC又は El Faro両プロジェクトに関連する拡張が考慮されている。 

 
中央アメリカ 

2006年 1月時 SIEPACプロジェクトによる送電能力 
国 名 能力 MW 国 名 能力 MW 

グアテマラ=>エル・サルヴァドル 300 グアテマラ=>エル・サルヴァドル 300 
 

エル・サルヴァドル=>ホンジュラス 300／700（＊） エル・サルヴァドル=>ホンジュラス 300／700（＊）
グアテマラ=>ホンジュラス 300 グアテマラ=>ホンジュラス 300 
ホンジュラス=>ニカラグア 300 ホンジュラス=>ニカラグア 300 
ニカラグア=>コスタリカ 300 ニカラグア=>コスタリカ 300 
コスタリカ=>パナマ 300／800（**） コスタリカ=>パナマ 300 

（*） El Faroプロジェクト   

（**） 液化天然ガス 800MW複合サイクル 1基の導入による 

 

2.7 水力及び火力候補プラント 

次の表に挙げられるのは SUPER４モデルが選択する可能性があるとされる水力発電プロジェクトオファーである。 

 
中央アメリカ 
水力プラント候補 

発電所 MW 投資額 
（100万ドル） 国 名 加入見込み年

オレガノ 69 123.6 グアテマラ 2005-2016 
カモタン 59 141.4 グアテマラ 2005-2016 
チャパラル 59 92.5 エル・サルヴァドル 2006-2018 
ラ・オンダ 60 130.7 エル・サルヴァドル 2006-2018 
シマロン 243 404.5 エル・サルヴァドル 2010-2016 
パトゥカ２ 270 277.2 ホンジュラス 2007-2016 
カリブランコ 75 106.2 ニカラグア 2007-2016 
BOT-GENER-CR 39 63.7 コスタリカ 2005-2016 
ロス・ジャノス 84 137.3 コスタリカ 2014-2016 
ピリス 128 222.9 コスタリカ 2008-2016 
バイアノ 160 21 パナマ 2004-2016 
グアラカ 28 48.9 パナマ 2006-2016 
チリキ 54 96.9 パナマ 2006-2016 

 

水力発電候補プラントの加入年は他の中央アメリカ諸国の拡大プランにおいて照合された。 

また、火力発電加入候補プラントは５つのグループに分類された：  中速ディーゼルモーター、ディーゼルオイル

によるガスタービン、複合サイクル 3 タイプ：ディーゼルオイルによる中規模出力（200MW）、大規模出力の天然ガス

使用プラント、そして状況に応じ液化天然ガス又はディーゼルオイルを使用するものであり、以下にそれぞれ特徴を

記す。 

 

 

 

- 34 - 



火力候補プラント 

型 式 出 力 
MW 

投資額 
（百万 
ドル） 

固定 
費用 
運転 
維持
USD/ 

KW/年

変動 
費用 
運転と

維持 
USD/
MWｈ

燃 料 µ 燃料費用 
 

燃料 
コスト 

USD/MWｈ

ディーゼルモーター

（MMV） 
96 
（*） 

78.7 47.1 7.5 バンカー- 44％ 0.46 
USD/gal 

33 

ガスタービン 
（TG） 

80 32 19.9 3.8 ディーゼル 27.5％ 0.64 USD/gal 64 

複合サイクルⅠ 
（CC） 

220 132 36 1.95 ディーゼル 45％ 0.64 USD/gal 37 

複合サイクル 
液化天然ガス 

800 
（**） 

640 36 1.95 液 化 天 然
ガス 

56％ 3.2USD/MMBtu 21 

複合サイクル 
天然ガス 

500 350 36 1.95 天然ガス 52％ 3.3USD/MMBtu 24 

複合サイクル 
ディーゼル 
（***） 

500 350 36 1.95 ディーゼル 52％ 5USD/MMBtu 32.1 

  （*） 10.6MW型式プラント   

  （**） 送電システム、天然ガスの気体放電及びガス化設備費用を含む    

  （***） 備蓄及び送電を含む 

 

3. 最小コストによる発電拡大プラン 

提起された各状況に応じた最適な拡大プランに関する結果を以下に示す。これらプランは SUPER４モデルにより

得られたものである。シマロン水力発電プロジェクトを考慮に入れるか、否かという 2件のオプションについて分析され

たが、本概要報告には前者に関してのみ述べられている。 

 

3.1 分離開発 

地域統合度が低度の状況における最小コストでの拡大プランというのは、SUPERの作成に従い各国がそれぞれ連

結されてはいるものの中米地域規模でのプロジェクト開発をしない、というものである。以下に示す。 
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発電加入及び脱退 

グアテマラ エルサルヴァドル ホンジュラス ニカラグア コスタリカ パナマ  

 MW  MW MW MW  MW MW

‘01   グアホヤ

（H） 

シンコ・デ・

ノビエンブレ

（H） 

アカフトゥラ

３，４ 

MMV ドゥケ 

３ 

 

３ 

 

 

-74 

 

150 

        

‘02 レナセ（H） 60 シンコ・デ・

ノビエンブレ

（H） 

9  ISA 15 テホナ 20   

‘03 MMVドゥケ 165 セロン Gde
（H） 

MM コネ 

37 

 

64 

MMV 190  ガリタ（H） 

P．ブランカス（H） 

ミラ５ 

TG 

30 

35 

 

20 

166 

MMV 103

‘04      チナンディ

ガ 

-14   カンヒロ

ネス（H）

120

‘05 オレガノ
（H） 

カモタン

（H） 

69 

 

59 

  カングレ

ハル（H） 

プエルタ

１，２ 

コルテス

1,2 

セイバ 

TG 

50

-33

-57

-30

160

 モインーMT 

コリマ 

バランカ 

カチ（H） 

Bot-GENER-CR

（H） 

-32 

-19 

-40 

10 

39 

 

‘06   ベルリン 

チャパラル

（H） 

クヤナスル

（G） 

28 

60 

 

10 

  TG 35 グアラカ

（H） 

MMV 

28

328

‘07   ラ・オンダ

（H） 

60 パトゥカ２

（H） 

270  カリブランコ（H） 

TG 

75 

182 

 

‘08 MMV 
レティロス 

380 

-20 

  MMV 190 プニカラグ

ア 

-100 ピリス（H） 128 チリキ

（H） 

54

‘09      マナグア３ 

MMV 

-45

325

   

‘10   シマロン

（H） 

243  マナグア 45 -10   BLM-2 

TGパナ

マ 

-40

-40

‘11 MMV 
レティロス 

18 

-80 

  エル・コサ

ル 

ルフサ 1 

MMV 

TG 

-80

-40

380

160

    

‘12   MMV 121  MMV 245 TG 260 BLM３ 

BLM４ 

MMV 

-40

-40

140

‘13 TG 242 TG 320   ラス・ブリサ

ス 1 

-24    

‘14       ティプタパ -50 ロス・ジャノス（H） 84  

‘15   MMV 226      バイアノ

（H） 

160

‘16 MMV 362      MMV 570 TG 348

 

エル・サルヴァドル共和国に関しては、火力発電で 730MW、地熱発電 38MW、水力発電で 408MWが組み込まれ

る。 
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3.2 液化天然ガス使用の天然ガスによる地域統合 

SUPER のモデル作成にしたがい、地域統合度が高く、300MW での域内連結がされる（但しエル・サルヴァドルホ

ンジュラス 700MW、コスタリカ―パナマ 800MW を除く）このケースについて得られた最適な拡大モデルプランを、次

表に示す。これには、2006年ホンジュラスへの出力 800MW液化天然ガス複合サイクルElFaro（送電システムも含む）

組み込みが想定され、パナマへの 2007年 1基追加の妥当性が生じるなど、他の域内諸国への同種複合サイクル組

み込みも可能にした。 
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発電加入及び脱退 

グアテマラ エルサルヴァドル ホンジュラス ニカラグア コスタリカ パナマ  

 MW  MW MW MW  MW MW

‘01   グアホヤ

（H） 

シンコ・デ・

ノビエンブレ

（H） 

アカフトゥラ

３，４ 

MMV ドゥケ 

３ 

 

３ 

 

 

-74 

 

150 

      

‘02 レナセ（H） 60 シンコ・デ・

ノビエンブレ

（H） 

9  ISA 15 テホナ 20   

‘03 MMV ドゥケ 165 セロン Gde
（H） 

MM コネ 

37 

 

64 

  ガリタ（H） 

P．ブランカス（H） 

ミラ５ 

TG 

30 

35 

20 

255 

MMV 62

‘04     MMV 185 チナンディガ -14   カンヒロネ

ス（H） 

120

‘05 オレガノ（H） 
カモタン（H） 

69 

59 

  カングレハ

ル（H） 

プエルタ１，

２ 

コルテス 1,2

セイバ 

50

-33

-57

-30

 モインーMT 

コリマ 

バランカ 

カチ（H） 

Bot-GENER-CR

（H） 

-32 

-19 

-40 

10 

39 

 

‘06   ベルリン 

チャパラル

（H） 

28 

 

59.5 

エル・ファロ

CC 

800    グアラカ

（H） 

28

‘07       カリブランコ（H） 

 

75 

 

CC－LNG 800

‘08     パトゥカ２

（H） 

270 プニカラグア -100 ピリス（H） 128  

‘09   ラ・オンダ

（H） 

60  マナグア３ 

MMV 

-45

33

   

‘10 MMV 159 シマロン

（H） 

243  マナグア 45 -10   BLM-2 

TGパナマ

-40

-40

‘11 MMV 
レティロス 

387 

-80 

クヤナスル

（G） 

10 エル・コサ

ル 

ルフサ 1 

-80

-40

MMV 300    

‘12   TG 320   TG 65 BLM３ 

BLM４ 

MMV 

-40

-40

314

‘13      ラス・ブリサ

ス 1 

MMV 

-24

537

  チリキ（H） 54

‘14 TG 211    ティプタパ -50 ロス・ジャノス（H） 84  

‘15 MMV 214       MMV 383

‘16 TG 109    CC 220   バイアノ

（H） 

160

 

エル・サルヴァドル共和国については、火力発電 390MW、地熱発電 38MW、水力発電 409MW が組み込まれ

る。 
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3.3 ガスパイプラインによるガス使用での地域統合 

SUPER のモデル作成に沿って、地域統合度が高く、300MW での域内連結がされる（但しエル・サルヴァドルホン

ジュラス 700MW、コスタリカ―パナマ 800MWを除く）このケースについて得られた最適な拡大プランは、次表に示す。

これには、2006 年ホンジュラスへの出力 800MW 液化天然ガス複合サイクル ElFaro（送電システムも含む）組み込み

が想定され、SUPERがグアテマラ、エル・サルヴァドル、コスタリカへの天然ガスを燃料とする 500MW複合サイクルを

選択することも可能にした。 
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発電加入及び脱退 
グアテマラ エルサルヴァドル ホンジュラス ニカラグア コスタリカ パナマ  

 MW  MW MW MW  MW MW

‘01   グアホヤ

（H） 

シンコ・デ・

ノビエンブレ

（H） 

アカフトゥラ

３，４ 

MMV ドゥケ 

３ 

 

３ 

 

 

-74 

 

150 

       

‘02 レナセ（H） 60 シンコ・デ・

ノビエンブレ

（H） 

9  ISA 15 テホナ 20  

‘03 MMV ドゥケ 165 セロン Gde
（H） 

MM コネ 

37 

 

64 

  ガリタ（H） 

P．ブランカス（H） 

ミラ５ 

TG 

30 

35 

20 

192 

MMV 42

‘04     TG 130 チナンディガ

MMV 

-14

46

  カンヒロネ

ス（H） 

120

‘05 オレガノ（H） 
カモタン（H） 

69 

59 

  カングレハ

ル（H） 

プエルタ１，

２ 

コルテス1,2

セイバ 

50

-33

-57

-30

 モインーMT 

コリマ 

バランカ 

カチ（H） 

Bot-GENER-CR

（H） 

-32 

-19 

-40 

10 

39 

 

‘06   ベルリン 

チャパラル

（H） 

28 

59.5 

 

エル・ファロ

CC 

800    グアラカ

（H） 

28

‘07       カリブランコ（H） 

CC GN 

75 

500 

 

‘08      プニカラグア -100 ピリス（H） 128  

‘09 CC GN 500   パトゥカ２

（H） 

270 マナグア３ 

 

-45 CC GN 500  

‘10   シマロン

（H） 

243  マナグア 45 -10   BLM-2 

TGパナマ

-40

-40

‘11     エル・コサ

ル 

ルフサ 1 

-80

-40

MMV 

FO 

335    

‘12   CC GN 500     BLM３ 

BLM４ 

-40

-40

‘13      ラス・ブリサ

ス 1 

-24 TG GN 320 チリキ（H） 54

‘14 CC GN 
TG GN 

500 

197 

ラ・オンダ

（H） 

60  ティプタパ -50 ロス・ジャノス（H） 84 TG 

MMV 

320

18

‘15          

‘16 TG GN 76   TG GN 160     バイアノ

（H） 

160

 

エル・サルヴァドル共和国については、火力発電 564MW、地熱発電 28MW、水力発電 409MWが組み込まれる。 
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3.4 ガス使用なしの地域統合 

SUPER４シリーズは、ディーゼルオイルを燃料とする複合サイクルの中米地域規模での組み込みをしない。そのた

め、結果は地域統合しないマクロシーン１のものと一致する。 

送電拡大費用を含む投資コストは、ディーゼルモーターより少ない投資コストという大規模複合発電の利点を失わ

せることとなる。複合サイクルの最たる有効性もまたバンカーに比してかさむディーゼルオイルのコストにより失われる。

しかし、これらの結果は複合サイクルについて採用されるコスト、特に採用される送電施設について敏感に反応するも

のである。 

 

3.5 感応性 

以下の感応性について行われた。 

1. 楽観的需要成長状況 

2. 原油価格WTI 25 ドル/bbl 

 

3.6 結果の比較 

シマロン水力発電所を含む場合、含まない場合についてのシミュレーションにより得られた結果及び感応性分析に

ついての比較を行うため、表およびグラフを提示する。それによりエル・サルヴァドル共和国に導入された出力の総計

が、各年及び分析された各オプション毎に示されている。 

 

エルサルヴァドル共和国  シマロン発電所を含む加入総発電力（MW） 

状況 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 総計 
分離 110 - - 98 60 - - 243 - 121 320 - 226 - 1,178 
同上 
 需要 

110 - - 98 60 - 122 243 77 - - - 656 - 1,366 

同上 
 燃料 

110 - - 98 60 - 14 243 - - - - - 578 1,103 

液 化 天

然ガス 
110 - - 88 - - 60 243 10 320 - - - 5 835 

同上 
 需要 

110 - - 88 - 60 10 243 320 - 139 - 347 84 1,401 

同上 
 燃料 

110 - - 88 - 60 10 243 - 320 - - - - 831 

天 然 ガ

ス 
110 - - 88 - - - 243 - 500 - 60 - - 1,001 

同上 
 需要 

110 - - 88 - - - 243 - 560 10 660 - - 1,671 

同上 
 燃料 

110 - - 88 500 500 - 243 - - - 220 - - 1,661 
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4. 操業シミュレーション 

本項においてはSUPER４モデルによって得られた拡大プランのシミュレーション結果を詳細に述べる。これらプラン

は SDDPモデルにより得られたものである。 

 

4.1 分離開発 
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エネルギーバランス  エル・サルヴァドル共和国GWh 
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4.2 液化天然ガスを介した天然ガスによる地域統合 

00  
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4.3 ガスパイプライン使用による地域統合 
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5. 送電拡大オプション 

5.1 輸送拡大に関する方法論 

5.1.1  技術的基礎基準 

域内連結システムの計画及び稼動に用いられた技術基準は、SIGET（電気電信総監督局）により規定された「品質

及び安全性についての基礎要素」に表されているものである。 

送電事業の品質及び安全性について現在のレベル維持を保証するため、システムが要求する輸送拡大をこれら

要素は決定するものである。 

これら基礎要素から派生する技術的基準のほか、送電オプション選択に適用される経済的基準の評価が行われ

た。 

各オプションの経済的評価は、送電システム拡大の一般基準を決定することとなる。それら基準は、発電拡大基準

と矛盾のないものでなくてはならず、以下事項を定める。 

  ● 距離及び並行して存在しうるラインに応じた輸送最大出力 

  ● ネットワーク拡大基準（放射状、環状など；発電所の所在など） 

  これを基に、以下の事項が決定された。 

  ● ネットワーク拡大基準  提案される事業タイプに関しその技術的特徴及び対象となるネットワークの構造 

  ● 同様に、輸送への投資の機会 

 

5.2 分離開発オプションに関する結果的拡大プラン 

前述の方法論を適用し、以下のような送電事業プランに到達した。 

 

送電ライン 

年 ライン 回線数
電 圧 

kV 
出 力 
MW 

距 離 
km 

投資額 
US$ 

06 アウアチャパン―ネハパ# 
ネハパ―キンセ・デ・セプティエン

ブレ# 

1 
1 

230 
230 

406 
406 

83 
117 

9,563,125.40 
12,654,034.49 

12 アカフトゥラ―ソンソナテ 
アカフトゥラ―N.クスカトゥラン* 

1 
1 

115 
115 

113 
226 

23.5 
78 

2,791,960.37 
8,356,895.44 

15 アウアチャパン―ソンソナテ 
アカフトゥラ―ソンソナテ 

1 
1 

115 
115 

113 
113 

25 
23.5 

2,889,362.97 
2,791,960.37 

# SIEPACプロジェクトに含まれるライン 

* 位相あたり送電線 2本のライン 
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無効電力補償 

年 ステーション 型 式 電 圧 
kv 

無効電力 
MVAr 

投資額 
US$ 

07 サント・トマス 分路コンデンサー 115 30 1,445,993.17 
10 エル・ペドゥレガル 
オサトゥラン 

分路コンデンサー 
分路コンデンサー 

115 
115 

20 
20 

1,174,993.17 
1,174,993.17 

15 サン・ミゲル 
N.クスカトゥラン 
オサトゥラン 
S.アントニオ A. 

分路コンデンサー 
分路コンデンサー 
分路コンデンサー 
分路コンデンサー 

115 
115 
115 
115 

40 
20 
20 
20 

1,716,993.17 
1,174,993.17 
1,174,993.17 
1,174,993.17 

16 オサトゥラン 
サン・ミゲル 
エル・ペドゥレガル 

分路コンデンサー 
分路コンデンサー 
分路コンデンサー 

115 
115 
115 

20 
20 
20 

1,174,993.17 
1,174,993.17 
1,174,993.17 

 

変電作業 

年 ステーション 変圧器数 電圧 KV 出力MW 投資額 
US＄ 

06 ネハパ 2 230/115 125 3,470,113.90 

 

上記発電送電プロジェクトに関する地理的位置を次表に示す。 

  

分離開発 送電発電システム（エル・サルヴァドル共和国 2001年） 

シマロン（2010年）

  グアホヨ   ホンジュラ

アウアチャパン―ソンソナテ 
（2015年）   

サンタ・アナ 
クヤナスル（2006年） エル・チャパラル （2006年）  

 シンコ・デ・ノビエンブレ
SIEPAC ライン 230KV（2006年）

ネハパ 

  セロン・グランデ

グアテマラ 

ラ・オンダ（2007年） オピコ 

アカフトゥラ―ソンソナテ 
（2012‐2015年） 

ソンソナテ 
アウアチャパン 

アカフトゥラ サアテオス ン・バルトロ
ソヤパンゴ

サン・アントニオ 
アバド 

サン・マルティン

対グアテマラ輸出入 
対ホンジュラス
輸出入

サン・ミゲル 
ベルリン

サ
ヌエボ・クスカトゥラン 

ント・トマス
サ・ラファエル・セドゥロス  

MMV－CONE（2003年） 
MMV01（2012年） 
MMV02（2015年）  

テコルカ
アカフトゥラ―ヌエボ・クスカトゥラン
（2012年）   

BERL‐GE（2006年） 
TG01‐ES（2013年）  変電所 

 
   
引渡し地点 
 
   
コンデンサー   
 

地熱発電所 
   
水力発電所  
 
火力発電所  
  
115KV送電線 
 
230KV送電線  

太 平 洋

発電送電プロジェクト地理的位置 

 

 

- 46 - 



5.3 天然ガス使用開発オプションによる予想拡大プラン 

送電ライン 

年 ライン 回線数
電 圧 

kV 
出 力 
MW 

距 離 
km 

投資額 
US$ 

06 アウアチャパン―ネハパ# 
ネハパ―キンセ・デ・セプティエンブレ# 

1 
1 

230 
230 

406 
406 

83 
117 

9,563,125.40 
12,654,034.49 

12 アカフトゥラ―ソンソナテ 
アカフトゥラ―N.クスカトゥラン*    
アウアチャパン－ソンソナテ 

2 
1 
 
1 

115 
115 

 
115 

113 
226 

 
113 

23.5 
78 

 
25 

3,402,349.98 
8,356,895.44 

 
2,889,362.97 

# SIEPACプロジェクトに含まれるライン  * 位相あたり送電線 2本のライン 

 

無効電力補償 

年 ステーション 型 式 電 圧 
kv 

無効 
電力 

MVＡr 

投資額 
US$ 

06 サント・トマス 
エル・ペドゥレガル 
オサトゥラン 

分路コンデンサー 
分路コンデンサー 
分路コンデンサー 

115 
115 
115 

30 
20 
20 

1,445,993.17 
1,174,993.17 
1,174,993.17 

14 エル・ペドゥレガル 分路コンデンサー 115 20 1,174,993.17 

 

変電作業 

年 ステーション 変圧器数 電圧 KV 出力MVA 投資額 
US＄ 

06 ネハパ 2 230/115 125 3,470,113.90 

 

本開発オプションを形成する発電送電プロジェクトに関する地理的位置を次表に示す。 
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送電発電システム（エル・サルヴァドル共和国 2001年） 天然ガスによる開発    

シマロン（2010年）
ホンジュラス

グアホヨ 
グアテマ アウアチャパン―ソンソナテ

（2012年） 
エル・チャパラル（2006年） 

セロン・グランデ（2003年）

サンタ・アナ SIEPACライン230KV（2006年） シンコ・デ・ノビエンブレ
ラ・オンダ（2014年） 

ネオピコ ハパ 

アカフトゥラ―ソンソナテ 
（2012年） 

ソン
アウアチャパン 

ソナテ 
対グアテマラ輸出入 

ソヤパンゴ 
サン・アントニオ
アバド 

対ホンジュラス
輸出入 キンセ・デ・セプティエンブレ

サン・マルティンアカフトゥラ アテオス サン・バルトロ
サン・ミゲル 

ベルリン

サ・ラファエル・セドゥロス
サント・トマス

ヌエボ・クスカトゥラン 
MMV－CONE（2003年）
CC01－ES（2012年） テコルカ

アカフトゥラ―ヌエボ・クスカトゥラン 
（2012年） 

BERL‐GE（2006年） 
変電所 
 
   
引渡し地点 
 
   
コンデンサー    
 

地熱発電所 
   
水力発電所  
 
火力発電所  
  
115KV送電線 
 
230KV送電線  

太平洋

  

発電送電プロジェクト地理的位置 

 

5.4 液化天然ガス使用開発オプションによる予想拡大プラン 

 

送電ライン 

年 ライン 回線数
電 圧 

kV 
出 力 
MVA 

距 離 
km 

投資額 
US$ 

06 アウアチャパン―ネハパ# 
ネハパ―キンセ・デ・セプティエンブレ# 

1 
1 

230 
230 

406 
406 

83 
117 

9,563,125.40
12,654,034.49

# SIEPACプロジェクトに含まれるライン 

 

無効電力補償 

年 ステーション 型 式 電 圧 
kv 
無効電力 

MVAr 
投資額 

US$ 
06 サント・トマス 
エル・ペドゥレガル 
オサトゥラン 

分路コンデンサー 
分路コンデンサー 
分路コンデンサー 

115 
115 
115 

30 
20 
20 

1,445,993.17 
1,174,993.17 
1,174,993.17 

 

変電作業 
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年 ステーション 変圧器数 電 圧 
KV 出 力MVA 投資額 

US＄ 
06 ネハパ 2 230/115 125 3470113.90 

 

本開発オプションを形成する発電送電プロジェクトに関する地理的位置を次表に示す。 

液化天然ガスによる開発   送電発電システム（エル・サルヴァドル共和国 2001年） 

 

送電発電システム（エル・サルヴァドル共和国 2001年） 
天然ガスによる開発    

シマロン（2010年） ホンジュラス

グアホヨ 
グアテマ

エル・チャパラル（2006年） 
セロン・グランデ（2003年）

シンコ・デ・ノビエンブレSサンタ・アナ 
クヤナスル（2011年） 

IEPACライン 230KV（2006年）
ラ・オンダ（2009年） オピコ ネハパ 

対グアテマラ輸出入 

ソヤパンゴ

サソンソナテ 
アウアチャパン ン・アントニオ 

アバド キンセ・デ・セプティエンブレ 対ホンジュラス 
輸出入 

サン・マルティンアカフトゥラ 

発電送電プロジェクト地理的位置 

 

6. 投資プランの民間分析 

6.1 民間収益性の確認 

拡大に関する最適プランにおいて選択された投資の民間収益性を確認するため、新規プラント其々について予測

されるキャッシュフローが作成された。これにより各プロジェクトの利益率予測が可能となった。 

キャッシュフローを展望するにあたり、SDDP モデルにより実行された詳しい「地域電力市場」の操業シミュレーショ

ンが利用された。これらのシミュレーションから、平均エネルギー生産量及び市場に接続される連結点における価格

をもとに、各プラントの収入高を得ることができる。 

出力あたりの対支出効果を考慮するため、この項目による収入が加えられるキャッシュフローが計画された。この収

入は契約上固定支出の一構成要素になりうるであろう。結果は、この支出を加えることで新規プロジェクトの収益性は

妥当な額に近づいた。 

利用要因が低いにも関わらず、最新発電所などのように多くのプラントが最良拡大プランに組み込まれていることを、

明記しなくてはならない。このタイプのプラントの収益が販売エネルギー収入のみに基づくものであれば、決して実行

サン・ミゲル 
ベルリン 

サ・ラファエル・セドゥロス
ント・トマス

サン バルトロ・
アテオス 

サ
ヌエボ・クスカトゥラン 

MMV－CONE（2003年） 
テコルカ 

BERL‐GE（2006年） 
変電所 
 
   
引渡し地点 
 
   
コンデンサー    
 

地熱発電所 
   
水力発電所  
 
火力発電所  
  
115KV送電線 
 
230KV送電線  

 

TG01－ES（2012年）

太平洋
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は可能ではないだろう。そのため、唯一導入可能な形式は、投資額を回収し操業維持経費を賄っていける固定料金

を基礎としたものである。 

内部収益率（TIR）計算については、SDDP（生産と収入）の支出に沿った、異なる二種類のケースのためにキャッシ

ュフローが計画された。対出力支出の有無についてである。 

基本的事項： 

・100％の独自資本（株式） 

・SIGET経費  0.37（＄/MWｈ） 

・取引機構経費 0.34（＄/MWｈ） 

・輸送コスト 3.00（＄/MWｈ） 

・施設耐用年数 30年 

・可算減価償却期間 20年 

 

6.2 分離開発 

対出力支出なしの収益率計算と、スポットマーケットへのエネルギー販売により得た利益と変動コスト（燃料及び操

業維持経費）の申告について電力生産者にインセンティブを与えるという競争バランス前提のもとでは、各プロジェク

トの収益は極めて低いものである。これは、システム調整市場で得られた電力の平均価格と、投資の再支出という形

の操業コストとの間の差が埋められないことによる。これらプロジェクトを収益性あるものにするには、システム調整市

場での価格より高く CMLP に近い価格で、電力生産者が配電者/大規模利用者と契約を結ぶよう努めなくてはならな

い。システム調整市場に電力を販売する際には戦略として、現行規制が見込んでいるように、価格に影響するような

一般的に最大需要相当時間帯でのより高い価格を申告するものとする。 

配電業者への料金表へのインパクトに関し、価格の戦略的申告の影響と同様の効果を得る目的で、他の中米地域

諸国において用いられているのと同様な出力支出が以下のように想定された。 

 
エル・サルヴァドル共和国新規発電の収益     

分離開発の場合 
出力支出 9US＄/KWにて 月設定 

発電所 MW 投資額 
（百万 US＄） 加入年 TIR内部収益率 

クヤナスル（G） 10 14 2006 19.1％ 
チャパラル（H） 60 93 2006 9.7％ 
ラ・オンダ（H） 60 130 2007 7.4％ 
シマロン(H) 243 404 2010 10.7％ 
MMV－01（ワルシラ） 121 100 2012 12.1％ 
TG01－ES 320 128 2013 15.4％ 
MMV－02（ワルシラ） 225 185 2015 12.3％ 
この場合電力生産者にとっては低リスクな条件で受け入れ易い収益値になっているといえる。 

6.3 液化天然ガスとしての天然ガス使用地域統合 
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エル・サルヴァドル共和国新規発電の収益 
分離開発の場合 

出力支出 9US＄/KWにて 月設定 

発電所 MW 投資額 
（百万 US＄） 加入年 TIR内部収益率 

チャパラル（H） 60 93 2006 9.0％ 
ラ・オンダ（H） 60 130 2009 7.0％ 
シマロン（H） 243 404 2010 9.7％ 
クヤナスル(G) 10 14 2011 18.1％ 
TG01－ES 320 128 2012 15.4％ 
 

6.4 パイプラインによる天然ガス使用地域統合 

 
エル・サルヴァドル共和国新規発電の収益 

分離開発の場合 
出力支出 9US＄/KWにて 月設定 

発電所 MW 投資額 
（百万 US＄） 加入年 TIR内部収益率 

チャパラル（H） 60 93 2006 8.5％ 
シマロン（H） 234 404 2010 9.3％ 
CC０１－ES 500 360 2012 8.2％ 
ラ・オンダ（H） 60 130 2014 6.3％ 
 

7. リスク分析 

7.1 電力部門がさらされているリスク 

一般的に、システムが存続不可能または特に短期的中期的期間で重大事態に陥るような最も危険な状況というの

は、以下のようなものである。 

・稀有な欠陥による国内機能停止 

・発電又は送電に関する重要要因を欠いた場合の重要都市における機能停止（状況 N-１） 

・主要トランスの欠陥による長時間にわたる機能停止 

・各種状況における市場の電力需要に対する供給 

・重大事態発生時の短期機能停止に際し、最大出力での応需リスク 

・国内の新規投資実行を危うくしうる市場での低価格 

 

7.2 耐久限界 

リスク評価は起こりうる各種事態についての被害や確率の度合いを定めることを必要としている。リスク強度を定義

するのはこれら２つの値であり、設定された限界を超えることで、このリスクが凌がれたか緩和回避が必要とされるかを

知る。 

 

7.3 結論 

実施された分析から、分析されたようなシステムは各種オプションについて低リスクであるとおおむね結論付けられ

- 51 - 



- 52 - 

た。しかし、以下の事項が必要である。 

・必要時の供給と投資を保証する長期契約を通して投資リスクを制限する。 

・各地の電力生産者が可能な限りの需要に応じ操業継続できるよう、重大な偶発事態に対する防御プランを

作成することで、SIEPACが起こすリスクによる国内機能麻痺の危険性を抑制する。 

・緊急事態に対し詳細な調査をし、ATの変電所 3箇所のトランスに充分な備蓄の設置を確保する。 

・SIEPACが国内電力事業を危険にさらすことのないよう事業の品質レベルを確保する。 
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卸売市場 - 統計抜粋 - 2002 年９月 
発 電 グロスWh % 

CEL 98.3 27.3% 

サル・ヴァドル地熱発電会社 70.7 19.6% 

デューク・エネルギー・インテルナシオナル 78.9 21.9% 

ネハパ・パワー 63.4 17.6% 

CESSA 6.3 1.7% 

小 計 317.6 88.3% 
 

CAESS 16.8 4.7% 
DELSUR 4.5 1.2% 

AES CLESA 1.8 0.5% 
CONEC-ES 0.2 0.1% 
エクセレルギー 7.0 2.0% 
エル・パソ 4.0 1.1% 
デューク 4.4 1.24% 
GESAL 0.9 0.3% 
M.エレクトリコス 0.8 0.23% 
CESSA 0.1 0.01% 
CEC1)  1.3 0.37% 

輸 入 

小 計 42.0 11.7% 
 

注入量合計  359.6 100.0% 
 

送電ロス  7.8 2.2% 
 

最大出力需要    726.0 メガワット 
2002年 9月 16日(月)18時 45分   

 
エネルギー成長率（％）  6.1 

 
需 要 グロスWh % 

契 約 273.8 80.3% 
システム調整市場 67.1 19.7% 

国内総需要 340.9 100.0% 
 

CEL 3.0 27.9% 
デューク・エネルギー・インテルナシオナル 2.7 25.2% 
ネハパ・パワー 4.7 43.1% 
Desvios 0.4 3.8% 

国内総需要 

小計 10.9 100.0% 
 

システム調整市場の月間平均値 66.57 $/MWh 
a) 最 高 位 138.15 $/MWh 
b) 最 低 位 35.64 $/MWh 

  1)  2002年 9月 10日操業開始 
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エネルギー需要の増加率 
エネルギーの増加率 

月 % 
2002年 1月 -0.6 

2月 0.2 
3月 1.0 
4月 2.0 
5月 2.9 
6月 3.5 
7月 4.5 
8月 5.3 
9月 6.1 

 
エネルギーの増加年率 
時期：1998年１月～2002年 9月 

 

エネルギーの増加年率
2002年9月 

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
’01        ‘02 
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資源別注入エネルギー 

 
正味注入エネルギー 

月 順 水 力 地 熱 火 力 輸 入 偏位 合 計 
1月 86.6 81.0 151.2 29.3 0.0 348.2 
2月 80.1 73.3 140.1 26.4 0.0 319.9 
3月 88.5 72.2 149.8 35.5 0.0 346.0 
4月 92.5 69.6 161.3 37.5 0.0 361.0 
5月 74.0 79.8 195.0 26.2 0.0 374.9 
6月 110.8 80.1 133.2 25.0 0.0 349.1 
7月 113.4 83.1 147.6 26.6 0.2 370.9 
8月 88.7 81.7 162.1 37.4 0.0 369.9 
9月 98.3 70.7 148.6 42.0 0.0 359.6 
合 計 832.9 691.6 1,388.8 285.9 0.2 3,199.4 

 
 
 

資源別注入エネルギー 
 

 

 火力 41.3% 

 

 

地熱 19.6% 

水力 27.3%

 
 
 
 
 
 
 
 

輸入
11.7%
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その他 0.33%
CAESS 4.68%
EXCELERGY 1.96%
DES SUR 1.25%
DUKE 1.24%
EL PASO 1.11%
AES CLESA  0.51%
CEC 0.37%
MER. ELEC 0.23%
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2001年度国際取引 
(グァテマラ及びホンデュラスとの系統連携) 

 
国際取引（グロスWh） 

月 別 輸 入 輸 出 残 量 
1月 29.32 -1.16 28.16 
2月 26.37 -0.21 26.16 
3月 35.48 -1.15 34.33 
4月 37.53 -2.42 35.11 
5月 26.22 -2.12 24.10 
6月 24.98 -5.77 19.21 
7月 26.59 -3.77 22.82 
8月 37.40 -10.47 26.93 
9月 41.98 -10.90 31.08 
合 計 285.86 -37.96 247.90 

 
 

国際取引 - 2002年 1月～9月 
 

 

輸 入

 
 
 
 

  1月   2月   3月  4月  5月  6月  7月  8月   9月
 
 輸 出
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輸 出 
（グァテマラとの系統連携） 

 
輸 出 

月 別 CONEC-ES DUKE EL PASO NEJAPA P. CEL 偏位 合計 
1月 0.78 0.38 0.00 0.00 0.00 0.00 1.16 
2月 0.10 0.11 0.00 0.00 0.00 0.00 0.21 
3月 1.15 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 1.15 
4月 1.62 0.66 0.14 0.00 0.00 0.00 2.42 
5月 0.63 1.22 0.27 0.00 0.00 0.00 2.12 
6月 0.54 4.09 1.09 0.00 0.00 0.05 5.77 
7月 0.00 0.74 0.08 2.74 0.00 0.20 3.77 
8月 0.00 0.07 0.00 9.95 0.00 0.46 10.47 
9月 0.00 2.75 0.00 4.70 3.04 0.41 10.90 
合 計 4.83 10.01 1.57 17.38 3.04 1.12 37.96 

 
卸売市場需要 

 
卸売市場需要（グロスWh） 平均需要 

月別 契約市場 ％ 調整市場 ％ 合計 1日当たり  週当たり 
1月 281.7 83.4 56.2 16.6 337.9 10.9 76.3
2月 255.7 81.8 57.0 18.2 312.8 11.2 78.2
3月 269.7 79.7 68.8 20.3 338.6 10.9 76.4
4月 272.2 77.3 80.0 22.7 352.2 11.7 82.2
5月 289.8 79.4 75.3 20.6 365.0 11.8 82.4
6月 274.5 81.6 62.0 18.4 336.5 11.2 78.5
7月 263.6 73.8 93.7 26.2 357.2 11.5 80.7
8月 268.1 76.1 84.0 23.9 352.1 11.4 79.5
9月 273.8 80.3 67.1 19.7 340.9 11.4 79.5
合 計 2,449.1  644.1 3,093.2 102.0 713.8

 
卸市場エネルギー需要 - 2002年９月 

 

 

システム調整市場  20% 

契約市場  80%
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契約市場の需要 
 

契約（グロスWh） 
月 CAESS DELSUR CLESA EEO DEUSEM ANDA CARTOT CEL-COM GESAL-COM EXCELERGY 合 計

1月 112.9 56.9 43.4 31.4 0.0 22.3 4.5 0.2 10.1 0.0 281.7
2月 102.5 52.2 40.2 28.5 0.0 20.2 3.6 0.1 8.5 0.0 255.7
3月 111.1 56.2 41.3 31.1 0.0 22.3 4.5 0.1 3.0 0.0 269.7
4月 109.9 58.8 41.4 30.5 0.0 21.9 4.3 0.2 3.8 1.4 272.2
5月 113.1 59.4 43.4 31.5 0.0 23.1 4.3 0.5 10.6 4.0 289.8
6月 108.8 51.8 40.9 30.5 0.0 22.3 4.3 0.2 11.8 3.9 274.5
7月 107.4 54.2 38.2 27.3 0.0 23.0 4.5 0.3 4.7 4.0 263.6
8月 114.1 48.7 37.3 24.7 6.0 23.1 4.5 0.3 5.5 4.0 268.1
9月 118.2 52.3 34.3 25.1 6.0 23.5 4.3 0.3 5.8 3.9 273.8
合 計 998.1 490.4 360.3 260.7 12.0 201.7 38.7 2.1 63.9 21.1 2,449.1

 
 
 

契約市場 -  2002年 9月 
 

 

DEUSEM  2% 

ANDA  9% 

CLESA  13%
EEO  9% CARTOT.  2%

DELSUR  19% 

CEL-COM  0%

GESAL-COM  2%

EXCELERGY  1%
CAESS  43%
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システム調整市場の需要 
 

契約（グロスWh） その他 
月 CAESS DELSUR CLESA EEO DEUSEM ANDA GESAL-COM その他 合計 

1月 25.9 23.4 7.5 10.3 0.0 -1.6 -10.1 0.8 56.2 
2月 26.2 22.8 5.5 10.6 0.0 -0.7 -8.4 1.2 57.0 
3月 24.5 25.3 9.3 12.0 0.0 -1.4 -2.2 1.4 68.8 
4月 37.1 23.0 8.9 12.9 0.0 -2.0 -1.3 1.4 80.0 
5月 40.2 22.3 10.2 12.2 0.0 -2.5 -8.1 1.0 75.3 
6月 29.5 24.0 8.8 10.0 0.0 -2.2 -9.1 0.96 62.0 
7月 40.0 25.7 13.7 15.2 0.3 -0.3 -1.7 0.8 93.7 
8月 27.8 31.6 14.2 9.7 1.9 0.7 -2.6 0.81 84.0 
9月 19.2 26.2 15.9 7.0 1.5 -1.2 -2.8 1.4 67.1 
合計 270.3 224.3 93.9 99.8 3.7 -11.2 -46.5 9.9 644.1 

注：  負の数値は、引き取り総額以上に調整市場に注入された契約の逸脱分に相当
する。 
その他は、発電所及び CESSAからの回収分。 
 
 
 

システム調整市場(MRS) -  2002年 9月 
 

 

 
 
 
 
 
 

グロスWh
 

その他 
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未供与エネルギー 
 

未供与エネルギー 2002年 
月 (MWh) 需要 

1月 1,274.7 0.36 
2月 349.8 0.11 
3月 722.4 0.21 
4月 721.9 0.20 
5月 957.1 0.26 
6月 1,124.7 0.32 
7月 1,270.0 0.34 
8月 714.2 0.19 
9月 830.0 0.23 
合 計 7,964.9 0.25 

 
 
 
 

未供与エネルギー  -  2001年 9月～2002年 9月 
 

 
9月  10月  11月 12月 1月 2月  3月 4月  5月 6月  7月 8月  9月 
2001年                 2002年 
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流通業者 
 
流通網上の操業 

流通業者 送電（MWh） 回収（MWh） 
カルトテクニカ・セントロアメリカーナ株式会
社. 

- (4,320,000) 

エクセレルギー - (3,870,096) 
CEL-コメルシアリサドーラ - (272,650) 
GESAL コメルシアリサドーラ - (2,926,610) 

合 計 - (11,389,356) 

（＋）送 電 （－）回 収 

 
卸市場における操業 

流通業者 送 電（MWh） 回 収（MWh） 
CONEC-ES 203,000 - 
エクセレルギー 7,045,000 - 
エル・パソ・テクノロジー 3,997,000 - 
メルカードス・エレクトリクス 830,000 - 
CEC 1,322,000 - 

合 計 12,075,000 - 

（＋）送電 （－）回収 

 
配送電報告 - 2002年 9月 
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システム調整市場内価格の推移 
 

システム調整市場内価格(ドル/MWh) 
月 別 平 均 最 高 最 低 高/低 月間変動率 
1月 $67.69 $136.66 $25.90 5.3 -3.1 
2月 $70.75 $113.66 $12.77 8.9 4.5 
3月 $56.06 $112.60   - - -20.8 
4月 $64.85 $126.90 $16.64 7.6 15.7 
5月 $69.12 $152.50 $20.09 7.6 6.6 
6月 $53.05 $105.94 $26.30 4.0 -23.2 
7月 $63.91 $131.01 $32.75 4.0 20.5 
8月 $70.01 $138.17 $41.90 3.3 - 
9月 $66.57 $138.15 $35.64 3.9 -4.9 

 
 
 

2001年 9月/2002年 9月間の最高・最低及び平均価格 
 

9
2

 ― 平 均

 
 
 

米ドル
 

月  10月  11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 
001年                  2002年 

   － 最 高   － 最 低
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送電ロス 
 

 
送電ロス 

月 送電量比％ 
1月 2.6 
2月 2.2 
3月 1.8 
4月 1.8 
5月 2.1 
6月 2.0 
7月 2.6 
8月 2.0 
9月 2.2 

 
 
 
 

2001年 9月～2002年 9月間の送電ロス 
 

 
 
 

9月  10月  11月 12月 1月 2月 3月  4月  5月 6月 7月  8月 9月 
2001年                 2002年
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ダムの作動状況 
各月末におけるギハダムの作動水準 

 

 

  1月   2月   3月   4月   5月   6月   7月   8月   9月   10月   11月   12月

  ― 最 低     ― 最 高     ･･･ 2001    ― 2002

 
 
 

ダムの作動状況各月末における C.Grandeダムの作動水準 
 

 

 1月    2月    3月    4月    5月    6月    7月    8月    9月   10月   11月   12月

  ― 最 低     ― 最 高     ･･･ 2001    ― 2002
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正味電力の最大送電 
 

正味電力の最大送電（MW） 
2002年 9月 

同時的 

プラント名 平均 
14:30 

16日(月曜) 

夜間 
18:45 

16日(月曜) 

最少 
02:30 

29日（日曜） 

非同時的 
最大 

GUAJOYO 0 18 0 19 
CESSA 17 12 0 22 
CERRON GRANDE 35 61 0 67 
5 DE NOVIEMBRE 71 72 30 95 
15 DE SEPTIEMBRE 147 136 82 168 
AHUACHAPAN 60 59 61 62 
BERLIN 29 29 27 60 
ACAJUTLA 141 172 0 182 
SOYAPANGO 0 0 0 0 
SAN MIGUEL 0 0 0 0 
NEJAPA POWER 130 130 69 134 
輸 出 44 37 0 120 
輸 入 0 0 0 -106 
国内需要 674 726 269  

 
 

標準電荷曲線 
 

2002年 9月の標準電荷曲線 
 

 

1  2  3  4  5  6  7  8  9 10 11 12 13 14 15 16 1718 19 20 21 22 23 24 
                     時

      就業日     安息日
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電圧水準別停電発生件数 
電圧別 

 

 

電圧 
 
 
23kv回路 
 
 
34.5kv回路 
 
 
46kv回路 
 
 
115kv回路 
 
 
相互連絡線 

 
 
 

故障発生件数と保守 
 
 

電圧 

故障の種類 
 
 
送電線の故障 
 
送電線の保守 
 
配電回路の故障 
 
配電回路の保守 
 
相互連絡線の故障 
 
相互連絡線の申請を含む保守 
 
EDLの処置行動 
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停電数
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停電の責任者 
 

責任者 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計 
ANDA 0 2 4 11 4 7 6 2 4   40
CAESS 9 3 11 18 14 17 24 18 10   124
CEL-GENERACION 30 27 11 9 6 22 11 1 8   125
CESSA 21 3 12 3 23 36 49 28 23   198
CLESA 21 25 30 65 59 45 81 80 50   456
DELSUR 12 9 28 12 17 41 45 43 43   250
EEO 50 21 31 41 96 42 67 47 29   424
DEUSEM - - - - - - - 1 1   2
ETESAL 170 79 65 65 35 108 120 42 66   750
グァテマラ 12 10 17 6 6 38 17 14 2   122
ホンデュラス - - - - - - - - 3   3
ネハパ・パワー 0 0 0 0 6 0 0 0 0   6
取引機構 1 0 0 3 0 8 1 1 4   18
GESAL 10 0 0 0 0 17 3 6 2   38
デューク・エネルギ
ー 

11 0 0 5 0 0 0 9 8   33

合計 347 179 209 238 266 381 424 292 253 0 0 0 2,589

 
 
 
 
 







































 
 
 
ウニダー・デ・トランスアクシオネス株式会社 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電力卸売市場の取引 
および電力供給機構に関する統計資料 

 
 
 
 
 

2001年 1月－12月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヌエボ・クスカトラン、2002年 1月 
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I－電力需要増加率 
 

表－１ 
 

 

月/年 
1月 
2月 
3月 
4月 
5月 
6月 
7月 
8月 
9月 
10月 
11月 
12月 

電力需要増加率（％）

 
 
 
 
グラフ－1 電力需要増加率 

期間：1994年 1月－2001年 12月 
 

 

1
月

4
月

7
月

10
月

1
月

4
月

7
月

10
月

1
月
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対前年変動率（％）
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 電力需要増加率 
期間：2001年 1月－12月 グラフ－2 

 
 

 

  1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

対前年変動率（％）
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II－発電所別の発電量 
 

表－2 
 
発電所別の発電量（百万 Kwh） 

  1月  2月  3月  4月  5月  6月  7月  8月  9月 10月 11月 12月 合計発電所 
 

水力発電 
グァホヨ 
セロン・グランデ 
5 de Noviembre 
15 de Septiembre 
 
 
地熱発電 
アウアチャパン 
ベルリン 
 
 
火力発電 
アカフトラ 
ソヤパンゴ 
サン・ミグール 
ネヤパ・パワー 
クレサ 
セサ 
 
合計 

発電所別の発電量（GWｈ） 

1/配電線からの供給量

 
 
 
グラフ－3 
 

企業別の発電量（GWh） 
2001年 1月－12月
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III－資源別の発電量 
 

表－3 
 
 

  1月  2月  3月  4月  5月  6月  7月  8月  9月 10月 11月 12月 合計 

資源別の発電量（GWh） 

資源 
水力 
地熱 
火力 
輸入 
 
合計 

 
 
 
 
グラフ－４ 
 

資源別の発電量（GWh） 
2001年 1月－12月 

 
 
 

 

輸入 
9％ 

水力 
29％ 

火力 
39％ 

地熱 
23％  
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グラフ－5 
 
 
 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

国際取引 
期間：2001年 1月－12月

GWh 

輸入 輸出
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IV－事業者別の発電量 
 
 

表－4 
 

 

1月 
2月 
3月 
4月 
5月 
6月 
7月 
8月 
9月 
10月 
11月 
12月 
 

合計 

発電量（GWh）

月 

1/配電線からの供給量 

CEL GESAL NPC DUKE CLESA1/ CESSA 合計 

 
 
 

表－5 
 
 

1月 
2月 
3月 
4月 
5月 
6月 
7月 
8月 
9月 
10月 
11月 
12月 

 
合計 

輸入（GWh） 
月 AES CLESA DELSUR CAESS CONE-ES EXCELERGY CESSA CARTOT. 逸脱 合計 
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表－6 

 
 

1月 
2月 
3月 
4月 
5月 
6月 
7月 
8月 
9月 
10月 
11月 
12月 

 
合計 

輸出（GWh） 

月 CEL CLESA DUKE Desvios 合計 
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V－契約市場に於ける電力需要 
 
 

表－7 
 

 
1月 
2月 
3月 
4月 
5月 
6月 
7月 
8月 
9月 
10月 
11月 
12月 

 

合計 

契約量（GWh） 
月 CAESS DELSUR CLESA EEO ANDA CONEC-ES CARTOT. CEL-COM. GESAL-COM 合計 

 
 
 

グラフ－6 
 
 
 
 

契約市場に於ける電力需要 
2001年 1月－12月 

 

- 117 - 



 

VI－電力供給機構管理市場に於ける電力需要 
 

表－8 
 

 
1月 
2月 
3月 
4月 
5月 
6月 
7月 
8月 
9月 
10月 
11月 
12月 
 
合計 

管理市場の電力需要（GWh） 
月 CAESS DELDUR CLESA EEO SICEPASA ANDA CARTOTEC. CONEC-ES GESAL-COM その他 合計

マイナスの数字は、引取りの量を越えて管理市場に払出したために生じた、契約上の逸脱部分 
 
 

グラフ－7 
 
 
 

 

管理市場の電力需要 
2001年 1月－12月 GWh 
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VII－卸売市場に於ける電力総需要 
 

表－9 
 

 
1月 
2月 
3月 
4月 
5月 
6月 
7月 
8月 
9月 
10月 
11月 
12月 
 
合計 

電力総需要（契約＋管理市場）GWh 
月 

マイナスの数字は、引取りの量を越えて管理市場に払出したために生じた、契約上の逸脱部分 

CAESS DELSUR CLESA EEO SICEPASA ANDA CARTOTEC その他 緊急用 1/CEL-COM. 合計

 
 
 
 

1/ 緊急用に小売りされた電力は、別途に特定の書式を以って各取引業者に請求される。 

 
グラフ－8 
 

 
 
 

電力総需要 
2001年 1月－12月 

 

- 119 - 



 

VIII－電力供給機構管理市場に於ける価格推移 
 

表－10 
 

 

1月 
2月 
3月 
4月 
5月 
6月 
7月 
8月 
9月 

10月 
11月 
12月 

管理市場の価格（ドル/MWh） 

月 平均 最高 最低 最高/最低 

1/ 100％より大きい変動は記載せず 
 

 
 

グラフ－9 
 

 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

 

平均、最高、最低価格 
2001年 1月－12月
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グラフ－10 
 
 

 

価格の経時曲線 
2001年 1月－12月US$ 
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IX－商取引業者 
 

表－11 
 

（＋）供給 （－）受戻し 

1月 
2月 
3月 
4月 
5月 
6月 
7月 
8月 
9月 
10月 
11月 
12月 

 
合計 

商取引業者（単位：MWh） 

（＋）供給 （－）受戻し 

月 Cartotécnica CONE-ES Excelergy CEL-Comercializadora 合計 
払出し 受取り 払出し 受取り 払出し 受取り 払出し 受取り 払出し 受取り

 
 
 

グラフ－11 
 
 
 
 

 

供給 受取り

千単位 

百万 Kwh 
 

商取引業者の取引高 
2001年 1月－12月 

CEL- 
Comercializador 

Excelergy

CONEC-ES

Cartotécnica
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X－供給不足電力および送電ロス 
 

表－12 
 

 

1月 

2月 

3月 

4月 

5月 

6月 

7月 

8月 

9月 

10月 

11月 

12月 

 

合計 

供給不足電力 
月 MWh 対需要比％

 
 
 
グラフ－12 
 
 
 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

供給不足電力 
2001年 1月－12月

MWh 
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表－13 

 
 

1月 
2月 

3月 
4月 
5月 

6月 
7月 

8月 

9月 

10月 
11月 

12月 

送電ロス
月 対供給比％ 

 
 
 
 
 

グラフ－13 
 

 
送電ロスのパーセント 

2001年 1月－12月 
 
 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月  
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XI-貯水池の管理 
 
 

表－14 
 

 

1月 
2月 
3月 
4月 
5月 
6月 
7月 
8月 
9月 

10月 
11月 
12月 

月末の水面レベル（海抜メートル）
月 Guajoyo C.Grande 5 de noviembre 15 de septiembre

 
 
 

グラフ－14 
 
 
 

 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月  1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月  1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

海抜メートル 海抜メートル

海抜メートル 海抜メートル

15 de Septiembre 5 de Noviembre 

Cerrón Grande Guajoyo 
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XII- 送電線網連結点別の電力受渡し 
表－15 

 
Kw 連結点の受渡し量（千 h）

事業者 変電所名 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計 

D
U

K
E 

2/
 

GESAL 2/ 

CESSA 2/ 
総計 

小計 

小計 

小計 

小計 

小計 

小計 

小計 

小計 

小計 

小計 

小計 

小計 

1/地震非常事態による特別勘定書を含む   2/自家消費相当量  

 



 
XIII－停電 
 

表－16 
 

  1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計
電圧変化による送電線別停電回数 

電圧 

23ＫＶ回線 
34.5ＫＶ回線 
46ＫＶ回線 
115ＫＶ送電線 
送電系統連結線 
 
合計 

 
 

表－17 
 

 
 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

原因別停電回数 

原因 
送電線故障 
送電線保守 
配電線故障 
配電線保守 
送電系統連結線故障 
送電系統連結線保守 
送電会社の行為 
 
合計 

 
 

表－18 
 

 
 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

責任業者別停電回数 
責任業者 

ANDA 
CAESS 

CEL-GENERACION 
CESSA 
CLESA 

DELSUR 
EEO 

ETESAL 
GUATEMALA 

NEJAPA POWER 
UT 

GESAL 
DUKE ENERGY 

 
合計 
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XIV- 電圧の上下限 
 

表－19 
 

 34.5ＫＶ引渡し 
変電所名 

電圧 
ACAJUTLA 
電力需要 

ATEOS 
電力需要 

最高   平均   最低 最高   平均   最低

電圧 

電圧 

電圧 

最高   平均   最低 最高   平均   最低 最高   平均   最低 最高   平均   最低 最高   平均   最低

最高  平均  最低 最高  平均  最低 最高  平均  最低 最高  平均  最低 最高  平均  最低 最高  平均  最低 最高  平均  最低

最高  平均  最低 最高  平均  最低 最高  平均  最低 最高  平均  最低 最高  平均  最低 最高  平均  最低 最高  平均  最低

変電所名 

変電所名 

変電所名 

23ＫＶ引渡し 

46ＫＶ引渡し 

NVO.CUSCATLAN 

電力需要 
SAN BARTOLO

電力需要 

NEJAPA 

電力需要 

SAN ANTONIO 

電力需要 

SOYAPANGO 

電力需要 

SONSONATE 
電力需要 

SANTO TOMAS

電力需要 

OPICO 
電力需要 

SOYAPANGO 

電力需要 

ATEOS 

電力需要 

GUAJOYO 

電力需要 
SANTA ANA 

電力需要 

SAN MIGUEL 

電力需要 
TECOLUCA 

電力需要 
15 DE SEPT. 

電力需要 

S.R.CEDROS 

電力需要 

CERRON GRANDE 

電力需要 

AHUACHAPAN 

電力需要 
ACAJUTLA 

電力需要 

 
註：計算対象のサンプルは一時間以上の継続時間を持つもの 
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XV－主要補修工事計画 
表－20 

 
補修工事計画表  2001年 1月－12月 

 
工事実施期日 発電所 工事予定期日 工事期間（日数） 改訂工事予定期日 工事期間（日数） 工事実施期日 工事期間（日数） 要因 

不要 

中止 

註：Ｅは実施中の意 

締切り堰の撤去 
復旧工事の点検 

 
能力再生 

復旧および能力再生 
復旧および能力再生 
復旧および能力再生 

 
大型補修 

 
新ローターのタービンへの組込み及び大型補修 

大型補修：年次点検 
大型補修：年次点検 

 
燃焼システム補修（16千時間） 

C
E

L
 

G
E

SA
L

 
D

U
K

E
 E

N
E

R
G

Y
 

G
E

N
E

R
SA

L 

01.5.7 
02.7.1 

01.5.20 
02.7.8 

 
01.11.1 

 
02.2.28 

01.2,8 
01.2.8 
01.2.8 

01.7.27 
01.8.30 
01.9.28 

 
01.1.2 

 
01.1.30 

 
 
01.10.1 

 
 
01.11.30 

00.10.01 
00.10.16 
01.11.1 

00.10.15 
00.10.30 
01.11.20 

 
 
01.5.1 

 
 
01.5.20 

01.4.20 01.5.4

01.2.8
 
01.2. 8 

02.4.19
 
02.5.20 

01.1.2 01.2.7 

01.4.20 01.5.5 

01.11.7

01.2.8
01.2.8 
01.2.8 

01.8.30

01.1.2 
 
01.2.5 

 



 

XVI－最大需要同時発生日の発生源別内訳 
 

表－21 
 

 最大需要同時発生日の発生源別内訳
2001年1月－12月 

発生源 
月日 
 
 
GUAJOYO 
CESSA 
CERRON GRANDE 
5 DE NOVIEMBRE 
15 DE SEPTIEMBRE 
AHUACHAPAN 
BERLIN 
ACAJUTLA 
SOYAPANGO 
SAN MIGUEL 
NEJAPA POWER 
輸入 
輸出 
国内需要 

1月11日
木曜 

2月8日 
木曜 

3月26日 
木曜 

4月2日
月曜 

5月14日
月曜 

6月29日
金曜 

7月4日
水曜 

8月16日
木曜 

9月12日
水曜 

10月16日
火曜 

11月26日
月曜 

12月18日
火曜 

 
 
 
 

グラフ－15 
 
 
 
 
 

年間電力負荷経時曲線 
2001年 1月－12月 

 千 Kw 

 
 
 時間

- 130 - 



 

XVII－電力負荷曲線の典型 
 

乾季 
表－22 

 
 電力負荷曲線の典型 

2001年 1月－12月乾季 

2001年乾季 
時刻 平日 土曜日 日曜日 

 
 

グラフー16 
電力負荷曲線の典型：乾季 

 千 Kw 

平日 土曜日 日曜日  
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XVII－電力負荷曲線の典型 
    

雨季 
表－23 

 
 電力負荷曲線の典型 

2001年 1月－12月雨季 

2001年雨季 
時刻 平日 土曜日 日曜日 

 
 

グラフ－17 
電力負荷曲線の典型：雨季  
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 千 Kw 

時刻 

平日 土曜日 日曜日  
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XVIII－エル・サルヴァドルの発電および送電システム 
 
 
 
 

 
 

凡例 

変電所 

供給ポイント 

コンデンサー 

地熱発電所 

水力発電所 
火力発電所 
110ＫＶ送電線 
230ＫＶ送電線  

発電および送電システム 
（エル・サルヴァドル：2001年）
 

ホンデュラス 

グァテマラ 

太平洋 
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